大計協第１００号
平成２７年１月６日
各　　位
主　催　　（一社）大阪府計量協会
大阪府計量管理協会
大 阪 計 量 士 会
後　援　　大阪府計量検定所
平成２６年度　計量技術研修講座の開催について（ご案内）

各位におかれましては、日頃より当協会の活動にご理解、ご支援賜わり御礼申し上げます。
当会では、年間計量啓発活動の一環として、計量管理業務に従事する会員担当者の計量技術の向上と計量に関する幅広い知識の習得を目指すフォローアップ、技術力向上をめざして、本年度も標記講座を下記内容で開催いたしますので、ご案内申し上げます。
記

１．日　時　　平成２７年２月１８日（水）　１３時～１６時３０分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（受付１２時３０分より）
２．会　場　　薬業年金会館　４階　４０１号室、４０２号室
　　　　　　　　　大阪市中央区谷町６丁目５－４　℡０６－６７６８－４４５１

　　　　　　　地下鉄[谷町線]・[長堀鶴見緑地線]　「谷町六丁目駅」下車　　
　（C階段４番出口すぐ左側）

３. 受講料　　 会員　　　３，０００円

　　　　　　　 会員外　　５，０００円

　　　　　　　　　　　　　　

４．内　容

　　第１部　　（13：15～14：45）

【テーマ】 「指示計器付温度計の検査時の注意点について
―ＪＣＳＳ校正から見える温度指示の誤差要因―」
【講　師】　山里産業株式会社　http://www.yamari.co.jp/
主査　水真　陽一　様　　　　
　　　　　　・温度校正のＪＣＳＳ認定を受けて２０年。ご依頼のもとで、多くの
　　　　　　　ＪＣＳＳ校正の実務を経験しました。
　　　　　　　－１９６℃～１５５４℃の校正実務から見えてくる温度計の検査上
　　　　　　　の注意点や温度指示の誤差要因について、熱電対及び測温抵抗体を
　　　　　　　センサとする指示計器付温度計を中心に報告します。

　　　　　　
（休憩）　 （14：45～15：00）

第２部　 　（15：00～16：30）

【テーマ】　「高精度天びんの管理方法」と
「ＪＣＳＳ登録事業者取得への取り組みと成果」
【講　師】 　ザルトリウス・ジャパン株式会社
http://www.sartorius.co.jp/ja/lab-products-services/
　　　　　　　　　科学機器事業部　技術部　ＳＡＳ校正サービス
一般計量士　島　恭彦　様

　　・高精度な天びんを使用し正確に質量の計量を行うために考慮する
べき誤差要因やその対策について説明するとともに、天びんの管
理方法について説明します。また、ザルトリウス・ジャパンにお
けるＪＣＳＳ登録事業者取得への取り組みとその成果について紹
介します。
５．定　員　　１００名　（定員になり次第締め切らせていただきます。）
６．申込み手続き
申込み期限　　平成２７年２月４日（水）
申込み方法　　別紙申込書に記載の上、郵送、FAX、E-mailにてお申し込みく
ださい。
申込書が到着次第、受講票と請求書を送付しますので、下記
７により、受講料をお振込みください。
申込み先　　　一般社団法人　大阪府計量協会　（担当　中村）
〒574-0055　大東市新田本町１１－３７　　

TEL　０７２－８７４－９１１５

FAX　０７２－８７４－９１５７

E-mail  jigyo1@osaka-keiryo.jp
７．振込手続き
振込み期限　  平成２７年２月１０日（火）

振込み先　　　りそな銀行　大手支店

　　　　　　　　　　　　　　普通　　２３５４００６
　　　　　　　　　　　　　　名義　　大阪府計量管理協会

やむを得ず振込が遅れる場合や領収書が必要な場合は、申込書の備考欄にその旨を記載していただくか、電話にてご連絡ください。

８．受講修了証

講座終了後、受講票と引き換えで修了証をお渡しします。
９．ホームページ　掲載
http://www.osaka-keiryo.jp/　　お知らせ、トピックス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

申込みＦＡＸ番号　　０７２－８７４－９１５７

締切　平成２７年２月４日（水）
	


　　　　　　　　　　　計量技術研修講座参加申込書
　　一般社団法人　大阪府計量協会　行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２７年　　月　　日
　会員（企業）名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
部　署　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　住所　（〒　　－　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　申込み責任者　　　　　　　　　　印（TEL      ―　　　　－　　　　）
　　　

　　　　　請求書について（必要、不要）のどれかに○をしてください。

　　請求書　　　◎必要（　　一括　　　参加者別　　）　◎不要　　

　

　　　　　必要な場合の送付先　　◎上記と同じ　　◎以下の住所にする　

  　　　　　
　　　住所（〒　　－　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	参加者部署名（参加者別請求書要の場合は、個別に送付先住所を書いてください。）
	　　　参　加　者　氏　名
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